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 要  旨 
質問応答システムとは使用者が自然言語での質問を入力し、その答を大量の文書集合（知識源）
から抽出してくるシステムである。本研究ではWeb検索エンジンのスニペットを知識源とした質
問応答システムの開発および評価を行う。また、本研究で回答精度向上のために取り入れた再検
索による回答の絞込み手法の提案も同時に行う。 
 
本研究のシステムでは入力された質問文を 4W1H（When，Where，Who，What，HowMuch）
型と接尾辞型の計 6種類に分類する。接尾辞型とは回答に付属する接尾辞が質問文に含まれてい
る質問型であり、簡易な方法で回答を生成できると考えられる。質問を分類した後に質問文中の
名詞をクエリとして Googleにより検索を行い、100件分のスニペットを知識源として取得する。
次に取得したスニペットをもとに、質問の型ごとに異なる回答候補生成の処理を行う。回答候補
生成では主に候補の頻度をもとにスコアを計算する。次に再検索による回答の絞込みなどを用い
て最終的に出力する回答を決定する。 
再検索による回答の絞込みでは回答候補のスコア上位 5件をもとに再検索クエリを生成し、そ
れにより再検索を行う。再検索で得られたスニペットより、平均 sf、検索結果件数、回答候補の
出現頻度、逆検索文書におけるクエリ単語頻度の４つの指標を求め、それらより最終的に出力す
る回答を決定する。 
 
評価では既存システムとの比較評価と再検索部の評価の二つを行った。 
既存システムとの比較評価では、NTCIR-QAC2-Task1 の質問文、ヘキサゴンドリル II（扶桑
社，2008）に含まれる質問文、数人の協力者に作成してもらった質問文の計 403問を用いて、横
浜国立大学大学院森研究室で開発されている WebQA システムの MinerVA-N との精度比較実験
を行った。その結果、本システムが NTCIRやヘキサゴンの質問で 45%前後の正解率、収集した
質問文で80%程度の正解率となり、全ての質問セットにおいて比較対象より優れた結果となった。 
再検索部の評価では NTCIR-QAC2-Task1の質問文 178問を用いて評価を行った。結果、再検
索を行うことで正解率が 36.5%から 43.3%に向上し、有用な手法であることを示した。 
 
